
工
業
会　

日
本
万
引
防
止

シ
ス
テ
ム
協
会
（
東
京
都
新

宿
区
、
稲
本
義
範
会
長
、
℡

０
３
・
３
３
５
５
・
２
３
２

２
、以
下
、Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
は
、

「
現
地
で
学
ぶ
復
興
支
援
～

共
に
生
き
る
」
と
題
し
た
第

３
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー

を
８
月
１
日
に
実
施
し
た
。

親
子
な
ど
が
参
加
し
、
東
日

本
大
震
災
で
大
き
な
被
災
を

受
け
た
福
島
県
・
浪
江
町
役

場
の
担
当
者
か
ら
直
接
話
を

聞
く
な
ど
、
実
際
に
現
地
に

赴
い
て
学
び
を
得
る
機
会
と

な
っ
た
。

今
回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と

が
社
会
的
な
支
援
に
な
る
と

の
考
え
を
踏
ま
え
、
親
子
な

ど
が
専
門
家
か
ら
復
興
支
援

の
現
状
な
ど
を
学
ぶ
機
会
と

し
て
実
施
さ
れ
た
。
当
日
は

42
名
が
参
加
し
た
が
、
参
加

者
は
０
歳
か
ら
70
代
ま
で
の

幅
広
い
年
齢
層
だ
っ
た
。

行
程
は
茨
城
県
・
牛
久
駅

か
ら
バ
ス
で
出
発
。
車
内
で

は
能
登
半
島
地
震
の
報
告
に

加
え
、
経
済
産
業
省
大
臣
官

房
福
島
復
興
推
進
グ
ル
ー
プ

（
福
島
事
業
・
な
り
わ
い
再

建
支
援
室
）
の
大
星
光
弘
室

長
の
講
話
が
あ
り
、
出
席
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

午
前
中

は
２
０
１

８
年
に
、

原
子
力
事

故
の
記
憶

と
記
録
を

残
す
と
と

も
に
、
事

故
を
再
度

起
こ
さ
な

い
た
め
の

反
省
と
教

訓
を
社
内

外
に
伝
承

す
る
た
め

の
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
た

東
京
電
力
廃
炉
資
料
館
を
訪

問
。
午
後
は
道
の
駅
な
み
え

の
施
設
を
見
学
し
た
後
、
経

済
産
業
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て

い
る
浪
江
町
役
場
企
画
財
政

課
政
策
推
進
班
の
下
地
和
樹

氏
が
講
話
を
行
っ
た
。
15
ｍ

の
高
さ
ま
で
津
波
が
押
し
寄

せ
た
請
戸
小
学
校
や
大
平
山

霊
園
に
も
訪
れ
、
被
害
の
大

き
さ
な
ど
を
参
加
者
が
自
身

の
目
で
確
認
し
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
か
ら
は
、
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
に
「
今
日
は
楽
し
か
っ
た

で
す
。
来
年
も
参
加
し
た
い

で
す
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
届

く
な
ど
、
各
々
の
参
加
者
が

復
興
支
援
の
現
状
な
ど
を
体

感
す
る
有
益
な
機
会
と
な
っ

た
。

復興支援の現場で学び
第３回ファミリーセミナーを開催

Ｊ Ｅ Ａ Ｓ

幅広い年齢層が参加 東京電力廃炉資料館

経済産業省の大星室長による講話




